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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 1 4 2 6 2 3 1 0 1 1 1 7 1 0
20 * 4 8 3 4 0 0 2 2 4 6 1 4 2 0
21 * 1 1 4 10 0 0 2 1 4 5 0 4 1 0
22 * 0 0 6 11 3 4 3 1 1 2 0 2 0 0
33 * 0 0 11 14 4 7 1 7 9 16 0 0 0 1
0 0 0 0 1 1 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0
3 0 0 0 0 3 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0
7 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
10 0 0 0 1 2 2 2 0 1 1 2 0 0 0 0
13 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
23 0 0 0 1 2 0 0 1 1 1 2 1 1 1 0
28 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0
29 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 1 2 0
6 14 31 57 11 18 13 13 24 37 3 21 6 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 1 2 5 9 0 0 2 1 2 3 2 0 0 0
7 * 3 7 2 7 2 2 2 0 2 2 1 1 0 0
15 * 0 0 0 4 0 0 5 0 1 1 0 0 0 0
21 * 0 0 1 3 0 0 1 1 3 4 1 2 0 0
43 * 1 5 5 10 1 2 3 1 2 3 2 1 1 0
17 0 0 0 4 7 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0
32 0 0 0 0 0 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0
34 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
87 0 0 0 1 5 0 0 2 0 1 1 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 1 1 0
5 14 18 45 4 6 16 4 12 16 6 6 2 0
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濱口 裕實 2
堀江 秀和 0
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神戸大学
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Team / Coach: 鳥　和成
合　　　計 91

0 -
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0 -
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志方 恵一 4 11

重本 和毅 26 36
篠原 敏希

-

松田 和樹 0 3

杉谷 龍也 0 16
田中 将己 2 3

4
大原 俊祐 0 9
中田 雄 2 2

2 4

三枝 皐 11 30

宮本 文哉 2

五島 聖也 18 28

星川 貴 15 27

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

森下 颯 9 26

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.09.14
大阪経済大学開始時間 16:00

会　　場 大阪教育大学体育館

大阪経済大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点　6 勝ち点　2試 合 ＮＯ230

91 55

敗チーム

神戸大学

男子

戦評
【総括】
前半、ジャンプボールを制したのは神戸大学だったが大阪経済大学のオフェンスが爆発していた。気がつけば神
戸大相手に点差をつけ神戸大はタイムアウト。しかしその後も流れを変えることはできず、大経大のリードで前半を
終えた。後半、なんとか追いつきたい神戸大だったが、相手のオフェンスを止めることができない。神戸大も点を取る
がその分大経大も点を取り点差は追いつかない。神戸大はオールコートでプレッシャーをかけるが相手にミスが出
ず、大経大はさらに点差を離していき、神戸大も最後まで諦めず戦い抜いたが大経大の方に勝ち点１が追加される
ことになった。
【第1ピリオド】
お互いマンツーマンから入り先制点は、大経大#重本33のシュートから得点は動いたがすかさず神戸大学も点を
取り返す。お互い隙のないディフェンスの中、大経大#20五島のシュート・3Pシュートと連続得点を決め試合の流れを
自分達のものにした。反撃をしたい神戸大だが、なかなか点は入らず点差を離されていきタイムアウトを取った。タイ
ムアウト後から流れを変えたい神戸大だが、大経大のオフェンスは止まらず点差は離されていく一方だ。流れを変え
たい神戸大は交代で出てきた#17大西のスティールから得点。しかし連続得点とはいかず第一ピリオドを11-22で大
経大のリードで終えた。
【第2ピリオド】
神戸大はゾーンディフェンスから入った。しかし大経大の#33重本・#22星川の高さに勝てず、リバウンドを許してし
まう。追いつきたい神戸大は#7伊藤の3Pシュートが決まり、波に乗りたいが連続得点できない。逆に大経大はインサ
イドの2人が上手く合わせ確実に点を取っていく。神戸大は2回目のタイムアウトを取った。しかし流れを変えることは
できず第二ピリオドを25-42で大経大のリードで終えた。
【第3ピリオド】
神戸大#17大西のシュートと得点し始まり、このピリオドで少しでも追いつきたい中、また神戸大の#17大西の得点
で徐々に追いついてきた。しかしそれ以上点続かず、またも大経大の攻撃に火がついた。アウトサイドのシュートも
当たりだし、外れてもインサイドがリバウンドをとり得点がとまらない。気がつけば20点差つけられていた。神戸大も点
を取るが第三ピリオド61-40で大経大のリードで終わった。
【第4ピリオド】
神戸大はオールコートでプレッシャーをかけるが大経大の巧みなボールコントロールでミスがなく得点をあげてい
く。どんどん点差を離されていく神戸大はタイムアウト。その後も流れは変えれず、大経大のインサイドに点が取られ
るのが増えてきた。神戸大も前から当たり続け体力もなくなってきたのかミスも増えてきた。ファールも積み重なり相
手にフリースローを与えてしまい神戸大の反撃もここまでとなり91-55で大経大の勝利で試合は終わった。
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